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8月15日、靖国神社で   

全
国
戦
没
者
追
悼
式
 
 
 

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
 
 

の
八
月
十
五
日
、
正
午
前
か
ら
東
京
・
日
本
 
 

武
道
館
に
お
い
て
、
政
府
主
催
の
全
国
戦
没
 
 

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。
式
に
は
全
回
か
ら
 
 

六
千
五
百
人
の
遺
族
と
中
曽
根
首
相
は
じ
め
 
 

約
千
人
の
各
界
代
表
が
参
列
し
た
。
 
 
 

中
曽
根
首
相
の
式
辞
に
続
い
て
、
正
午
、
 
 

参
列
者
全
員
が
起
立
す
る
中
で
天
皇
陛
下
が
 
 

標
柱
の
前
に
お
立
ち
に
な
り
、
一
分
間
の
黙
 
 

頑
を
捧
げ
た
後
、
天
皇
陛
下
が
お
言
葉
を
述
 
 

べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
参
列
者
が
黄
菊
を
一
 
 

輪
づ
つ
次
々
に
献
花
し
、
戦
没
者
の
め
い
福
 
 

を
心
か
ら
祈
っ
た
。
 
 

集
合
は
、
本
会
の
慰
霊
大
祭
に
引
き
続
き
 
 

八
月
十
五
日
午
前
十
時
三
十
分
、
大
原
康
男
 
 

国
学
院
大
学
肋
教
授
の
司
会
で
開
会
。
国
歌
 
 

斉
唱
の
あ
と
、
高
沢
信
一
郎
明
治
神
宮
宮
司
 
 

の
先
導
で
参
加
者
一
同
が
靖
国
神
社
に
拝
礼
。
 
 

終
戦
の
詔
苔
の
玉
音
放
送
を
テ
ー
プ
で
拝
聴
 
 

し
、
当
時
を
し
み
じ
み
と
想
起
し
た
。
 
 
 

次
い
で
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
 
 

た
本
会
の
井
本
婁
吉
会
長
は
「
中
曽
根
首
相
 
 

が
昨
年
同
様
本
日
も
参
拝
し
な
い
の
は
、
為
 
 

政
者
自
身
が
誤
れ
る
東
京
裁
判
史
観
か
ら
脱
 
 

終
戦
記
急
白
の
昭
和
二
十
年
八
目
十
五
日
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
よ
う
 
－
 
 

と
、
「
英
霊
に
こ
た
え
る
会
」
は
、
「
日
本
を
守
る
国
民
会
議
」
と
共
催
で
、
靖
国
 
 

神
社
大
村
銅
像
を
胃
に
特
設
大
天
幕
を
仮
設
し
、
干
l
一
百
人
ガ
参
集
し
て
「
戦
 
 

異
な
り
、
会
員
以
外
の
万
も
自
由
に
参
加
で
き
る
名
実
共
に
国
民
の
集
会
で
、
 
 

没
者
追
悼
中
央
国
民
集
会
」
を
催
し
た
。
本
集
会
は
こ
れ
ま
で
の
屋
内
集
会
と
 
 
 

大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
。
 
 

即
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
お
る
。
私
 
 

ど
も
は
次
代
に
正
し
い
史
観
を
継
承
す
る
責
 
 

務
が
あ
り
、
日
本
の
心
の
回
復
の
上
に
公
式
 
 

参
拝
の
定
着
化
が
推
進
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。
 
 

次
に
日
本
を
守
る
国
民
会
議
の
黛
敏
郎
運
営
 
 

委
員
長
は
「
大
東
亜
戦
争
は
侵
略
戦
争
で
は
 
 

な
い
。
占
領
政
策
が
お
し
進
め
た
日
本
の
文
 
 

化
、
伝
統
の
破
壊
、
祖
国
愛
の
削
奪
、
東
京
 
 

裁
判
が
う
え
つ
け
た
罪
の
意
識
が
今
日
も
日
 
 

本
を
裸
っ
て
い
る
。
英
霊
は
こ
の
こ
と
を
許
 
 

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
 
 

こ
と
を
声
を
大
に
し
て
叫
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 

そ
し
て
こ
の
こ
と
を
一
人
一
人
が
静
か
に
思
 
 

い
巡
ら
す
日
が
、
今
日
八
月
十
五
日
で
あ
る
」
 
 

と
強
調
し
た
。
 
 
 

続
い
て
、
平
沼
起
夫
（
衆
議
院
議
員
）
、
小
 
 

田
村
四
郎
（
元
行
政
管
理
庁
事
務
次
官
）
、
村
 
 

尾
次
郎
（
新
編
日
本
史
代
表
監
修
者
）
の
三
氏
 
 

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
陶
を
う
つ
提
言
が
あ
っ
た
。
 
 

（
要
旨
二
面
に
掲
載
）
 
 
 

つ
い
で
仏
所
讃
念
全
教
団
合
唱
部
の
コ
ー
 
 

ラ
ス
、
政
帝
王
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
 
 

ラ
ジ
オ
放
送
に
あ
わ
せ
て
黙
両
を
捧
げ
、
天
 
 

皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
を
拝
聴
し
、
終
り
に
「
海
 
 

ゆ
か
ば
」
を
全
員
で
合
唱
し
て
、
十
二
時
十
 
 

分
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。
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第
十
〓
国
慰
霊
大
軍
 
 

「
英
霊
に
こ
た
え
る
会
L
主
催
「
第
十
二
回
 
 

全
国
戦
没
者
慰
霊
大
祭
」
が
、
八
月
十
五
日
午
 
 

前
九
暗
か
ら
靖
国
神
社
拝
殿
に
五
百
人
が
参
 
 

列
し
て
執
行
さ
れ
た
。
 
 
 

開
式
に
先
だ
ち
井
本
登
吉
全
長
が
挨
拶
に
 
 

立
ち
、
今
年
で
三
回
目
に
な
る
千
葉
県
茂
原
 
 

市
の
マ
リ
ア
の
里
日
曜
学
校
の
生
徒
さ
ん
か
 
 

ら
、
心
の
こ
も
っ
た
千
羽
鶴
の
奉
納
が
あ
っ
 
 

た
こ
と
の
披
露
と
参
列
へ
の
お
礼
が
あ
っ
た
。
 
 
 

開
式
の
辞
の
あ
と
、
拓
殖
大
学
吹
券
学
部
 
 

の
国
歌
吹
奏
、
修
祓
、
献
保
と
進
み
、
斉
主
 
 

靖
国
神
社
神
野
藤
垂
申
権
宮
司
が
諾
し
ん
で
 
 

祝
詞
を
奏
上
。
次
い
で
井
本
会
長
が
「
首
相
が
 
 

おごそかに執行された「第】2国主国戦没者慰  

霊大祭」＝8月15日、靖国神社で  

本
年
も
参
拝
を
見
送
る
と
表
明
し
て
い
る
が
 
 

誠
に
遺
憾
で
あ
る
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
 
 

て
祭
文
を
奏
上
し
た
。
続
い
て
、
仏
所
讃
念
 
 

全
教
団
合
唱
部
の
皆
さ
ん
が
、
「
海
ゆ
か
ば
」
 
 

「
父
よ
あ
な
た
は
強
か
っ
た
」
「
ふ
る
さ
と
」
 
 

を
献
歌
し
て
、
み
た
ま
を
慰
め
、
参
列
者
全
 
 

員
が
玉
串
を
奉
寅
、
二
百
五
十
万
英
霊
に
感
 
 

謝
と
尊
崇
の
誠
を
捧
げ
た
。
 
 

十
七
閣
僚
ガ
靖
国
参
拝
 
 

首
相
は
見
送
り
 
 
 

八
月
十
五
日
由
由
日
根
首
相
は
昨
年
に
続
き
、
 
 

中
国
の
批
判
に
屈
し
て
靖
国
神
社
参
拝
を
見
 
 

送
っ
た
。
し
か
し
、
昨
年
を
一
閣
僚
上
ま
わ
 
 

る
十
七
閣
僚
（
十
四
日
参
拝
の
後
藤
田
亘
屏
 
 

長
官
を
含
む
）
が
参
拝
、
田
村
通
産
、
橋
本
 
 

運
輸
、
斉
藤
厚
生
、
加
藤
農
水
、
山
下
総
務
 
 

の
五
閣
僚
が
「
公
式
参
拝
」
と
表
明
し
た
。
 
 

参
拝
を
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
倉
成
外
務
、
 
 

天
野
建
設
、
稲
村
環
境
の
三
閣
僚
。
 
 
 

ま
た
、
十
月
十
七
日
か
ら
三
日
間
執
行
さ
 
 

れ
た
靖
国
神
社
秋
の
例
大
祭
に
は
、
三
ッ
林
 
 

科
技
、
綿
貫
国
土
、
橋
本
運
輸
の
三
閣
僚
が
 
 

参
拝
さ
れ
た
。
 
 

あ
い
さ
つ
 
（
要
旨
）
 
 

平
 
沼
 
赴
 
夫
 
先
 
生
 
 
 

先
生
は
、
昨
年
の
教
科
書
問
題
即
ち
、
日
 
 

本
を
守
る
国
民
会
議
が
作
成
し
た
「
新
編
日
 
 

本
史
」
に
ふ
れ
、
国
の
基
本
権
に
属
す
る
教
 
 

科
書
が
、
外
国
の
威
喝
、
憫
喝
に
よ
り
検
定
 
 

後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
次
に
わ
た
っ
て
五
 
 

首
四
十
五
簡
所
の
修
・
訂
正
を
う
け
た
こ
と
 
 

に
端
を
発
し
て
、
昨
年
七
月
三
十
一
日
自
民
 
 

党
の
若
手
国
会
議
員
が
結
集
し
て
国
家
基
本
 
 

問
題
同
志
会
を
発
足
し
た
と
述
べ
た
。
 
 
 

そ
し
て
そ
の
後
間
も
な
く
起
き
た
の
が
靖
 
 

国
問
題
で
あ
っ
た
。
靖
国
の
公
式
参
拝
は
、
 
 

わ
が
党
の
公
約
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 
 

こ
れ
ま
た
外
国
の
洞
喝
で
一
回
の
公
式
参
拝
 
 

で
中
止
し
て
し
ま
っ
た
。
 
 
 

問
題
の
東
京
裁
判
は
、
ま
さ
に
戦
勝
国
が
 
 

一
方
的
に
裁
い
た
、
法
の
原
則
を
無
視
し
た
 
 

違
法
な
裁
判
で
あ
り
、
こ
の
裁
判
の
真
実
を
 
 

中
国
に
二
言
も
説
明
せ
ず
屈
服
し
、
公
約
ま
 
 

で
も
破
っ
た
為
政
者
の
不
見
識
を
撃
っ
。
 
 
 

い
か
に
干
渉
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
を
超
 
 

越
し
て
毅
然
た
る
態
度
で
英
霊
に
こ
た
え
る
 
 

－
■
 
≡
 
▲
 
 

の
が
、
日
本
人
と
し
て
の
責
め
で
あ
る
と
結
 
 

ん
だ
。
 
 

小
田
村
 
四
 
郎
 
先
 
生
 
 
 

先
生
は
、
「
八
月
十
五
日
と
は
如
何
な
る
日
 
 

か
」
に
焦
点
を
あ
て
、
詔
書
を
拝
聴
し
祖
国
 
 

再
建
を
誓
っ
た
戦
後
日
本
の
出
発
点
の
日
で
 
 

あ
る
と
位
置
付
け
、
昭
和
二
十
年
九
月
の
帝
 
 

国
議
会
で
、
苦
難
を
忍
び
、
試
練
に
打
ち
勝
 
 

ち
、
詔
書
に
こ
た
え
る
詔
書
必
謹
決
議
案
が
 
 

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
が
、
こ
の
決
意
は
 
 

占
領
政
策
で
骨
抜
き
に
さ
れ
る
以
前
の
国
民
 
 

の
総
意
で
あ
っ
た
。
 
 
 

し
か
る
に
今
日
に
あ
っ
て
も
東
京
裁
判
史
 
 

観
に
呪
縛
さ
れ
て
い
る
の
が
現
政
府
で
あ
り
、
 
 

こ
の
脱
却
こ
そ
英
霊
に
こ
た
え
る
唯
一
の
道
 
 

で
あ
る
と
強
調
し
た
。
 
 

村
 
属
 
次
 
郎
 
先
 
生
 
 
 

先
生
は
、
四
十
二
年
前
玉
音
放
送
を
陸
軍
 
 

幹
部
候
補
生
と
し
て
、
不
動
の
姿
勢
で
拝
聴
 
 

し
た
こ
と
を
回
想
し
、
私
は
、
戦
後
果
た
し
 
 

て
聖
諭
に
お
こ
た
え
し
た
か
、
顧
み
て
恥
じ
ざ
 
 

る
を
得
な
い
。
英
霊
の
わ
が
志
を
継
ぎ
、
伝
 
 

え
よ
の
雄
叫
を
心
の
耳
に
聞
く
と
き
、
あ
の
 
 

不
動
の
姿
勢
を
と
り
続
け
る
こ
と
こ
そ
、
本
 
 

領
ど
心
得
て
余
生
を
捧
げ
る
存
念
で
あ
る
と
 
 

結
び
、
戦
友
に
捧
げ
る
自
作
の
「
神
楽
歌
」
 
 

を
朗
読
し
て
、
そ
の
誠
を
靖
国
に
捧
げ
ら
れ
 
 

て
降
壇
し
た
。
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といっ孔lるが？  

「太平洋戦争」なる呼称を、多くの政治家が、心  

ある学者、有識者が何んの疑問も抵抗も感ずるこ  

となく、戦後4D余年を過ぎた今日も使用している。  

これはまさに占領政策の今日生きる代表的後遺症  

であり、誤れる東京裁判史観そのものということ  

ができよう。  

外
車
篭
脚
亀
∴
む
 
 
 

「
今
次
の
対
米
英
戦
は
、
支
那
事
変
を
も
 
 

含
め
大
東
亜
戦
争
と
呼
称
す
。
大
東
亜
戦
争
 
 

と
称
す
る
は
、
大
東
亜
新
秩
序
建
設
を
目
的
 
 

と
す
る
戦
争
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
 
 

し
て
、
戦
争
地
域
を
大
東
亜
の
み
に
限
定
す
 
 

る
意
味
に
あ
ら
ず
。
」
こ
れ
は
昭
和
十
六
年
十
 
 

二
月
士
官
の
閣
議
了
承
後
、
情
報
局
が
発
 
 

表
し
た
日
活
∵
日
露
戦
争
に
次
ぐ
、
昭
和
十
 
 

二
年
以
来
八
年
余
に
わ
た
る
さ
き
の
大
戦
の
 
 

歴
史
的
呼
称
の
誕
生
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
る
に
今
日
、
「
広
辞
苑
」
を
開
く
と
、
 
 

「
太
平
洋
戦
争
の
日
本
側
で
の
当
時
の
公
称
」
 
 

と
、
わ
が
国
の
主
体
性
を
放
棄
し
た
、
ギ
ブ
 
 

ア
ッ
プ
の
姿
勢
を
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
、
 
 

ま
た
一
部
に
は
「
第
二
次
大
戦
」
、
あ
る
い
は
 
 

「
十
五
年
戦
争
」
等
の
創
作
的
呼
び
名
が
で
 
 

て
い
る
の
も
現
状
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
付
言
す
る
と
「
支
那
事
変
」
の
呼
 
 

称
も
、
何
時
の
周
に
か
「
日
華
事
変
」
、
「
日
 
 

中
戦
争
」
等
に
置
き
換
、
ろ
ら
れ
、
地
図
か
ら
 
 

も
東
・
南
支
那
海
が
「
シ
ナ
海
」
と
な
っ
て
 
 

い
る
の
も
、
ま
こ
と
に
不
可
思
議
な
こ
と
と
 
 

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 

敗
戦
の
年
の
十
二
月
十
五
日
連
合
国
総
司
 
 

令
部
（
G
H
Q
）
は
、
「
国
家
神
道
、
神
社
神
 
 

道
二
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、
保
全
、
 
 

監
督
並
二
弘
布
ノ
廃
止
二
関
ス
ル
件
」
の
、
 
 

い
わ
ゆ
る
神
道
指
令
の
覚
書
を
強
要
し
、
こ
 
 

の
中
で
「
大
東
亜
戦
争
の
用
語
の
使
用
を
禁
 
 

止
す
る
」
旨
わ
が
国
政
府
に
指
令
し
た
。
 
 
 

こ
れ
を
う
け
た
政
府
は
、
同
月
二
十
二
日
、
 
 

文
部
省
発
学
九
十
八
号
を
も
っ
て
、
そ
の
旨
 
 

を
都
道
府
児
の
長
、
官
公
私
立
大
学
、
高
等
、
 
 

専
門
学
校
の
長
に
指
示
す
る
処
置
を
と
っ
た
。
 
 
 

さ
て
話
は
前
後
す
る
が
、
こ
れ
に
さ
き
だ
 
 

っ
て
九
月
二
十
日
政
府
は
、
勅
令
第
五
百
四
 
 

十
二
号
の
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
ノ
受
諾
二
伴
ヒ
 
 

発
ス
ル
命
令
二
間
ス
ル
件
」
を
発
し
、
G
H
 
 

Q
の
指
令
は
自
動
的
に
こ
の
勅
令
を
通
用
す
 
 

る
と
定
め
て
お
り
、
前
述
の
文
部
省
通
達
も
 
 

法
と
し
て
の
拘
束
力
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

で
は
大
東
亜
戦
争
の
呼
称
が
禁
止
の
対
象
 
 

と
な
り
、
何
故
太
平
洋
戦
争
と
な
っ
た
の
か
 
 

に
つ
い
て
は
、
そ
の
企
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
 
 

前
述
の
大
東
亜
新
秩
序
建
設
と
い
う
戦
争
目
 
 

的
の
払
拭
で
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
の
呼
び
名
 
 

が
何
故
定
着
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
敗
戦
 
 

の
年
の
十
二
月
か
ら
翌
年
の
十
二
月
に
至
る
 
 

ま
る
t
年
、
日
曜
日
の
夜
の
八
時
か
ら
三
十
 
 

分
間
、
G
H
Q
民
間
情
報
数
育
局
が
企
向
し
 
 

て
ラ
ジ
オ
放
送
し
た
、
「
真
相
は
こ
う
だ
」
、
 
 

「
真
相
箱
」
（
後
「
質
問
箱
」
）
 
の
大
東
亜
戦
争
 
 

を
侵
略
戦
争
と
す
る
等
誇
大
、
曲
解
し
た
宣
 
 

伝
謀
略
ド
ラ
マ
に
し
ば
し
ば
登
場
し
た
「
太
 
 

平
洋
戦
争
」
の
名
称
と
、
二
十
一
年
四
月
か
 
 

ら
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
、
G
H
Q
編
 
 

纂
の
「
太
平
洋
戦
争
史
」
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
 
 の

東
京
裁
判
を
通
じ
て
の
定
着
化
が
考
え
ら
 
 

れ
る
。
 
 
 

し
か
し
こ
の
押
し
付
け
呼
び
名
も
解
消
さ
 
 

れ
る
日
が
、
講
和
と
共
に
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

即
ち
政
府
は
、
講
和
発
効
を
十
七
日
後
に
 
 

ひ
か
え
た
二
十
七
年
四
月
十
一
日
、
法
律
第
 
 

八
十
二
号
を
も
っ
て
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
 
 

諾
に
伴
い
発
す
る
命
令
に
関
す
る
件
の
廃
止
 
 

に
関
す
る
法
律
」
を
施
行
し
、
「
包
小
ツ
タ
ム
 
 

宣
言
の
受
諾
に
伴
い
発
す
る
命
令
に
関
す
る
 
 

件
（
昭
和
二
十
年
勅
令
第
五
百
四
十
二
号
。
 
 

以
下
「
勅
令
第
五
百
四
十
二
号
L
と
い
う
）
 
 

は
廃
止
す
る
。
②
勅
令
第
五
百
四
十
二
号
に
 
 

基
く
命
令
は
、
別
に
法
律
で
廃
止
又
は
存
続
 
 

に
関
す
る
措
置
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
 
 

て
は
、
こ
の
法
律
施
行
の
日
 
（
筆
者
注
・
四
 
 

月
二
八
日
）
か
ら
起
算
し
て
百
八
十
日
間
に
 
 

限
り
、
法
律
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
も
の
 
 

と
す
る
。
③
以
下
略
」
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
説
明
を
要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
 
 

こ
の
時
点
で
太
平
洋
戦
争
の
呼
び
名
の
存
続
 
 

の
措
置
が
と
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
筆
者
は
 
 

知
ら
な
い
。
昭
和
三
十
年
十
二
月
内
閣
発
行
 
 

の
「
内
閣
七
十
年
史
」
に
は
、
「
大
東
亜
戦
争
」
 
 

と
堂
々
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
、
 
 

読
者
が
ご
認
識
を
新
た
に
さ
れ
、
さ
ら
に
は
 
 

誤
れ
る
東
京
裁
判
史
観
の
呪
縛
か
ら
脱
却
さ
 
 

れ
る
こ
と
を
切
に
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

（
倉
林
）
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本
台
の
東
京
都
本
部
は
、
年
間
を
通
し
て
 
 

毎
日
曜
日
、
靖
国
神
社
の
霧
例
大
祭
、
み
 
 

た
ま
ま
つ
り
、
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
 
 

念
す
る
日
 
（
英
霊
の
日
）
 
に
、
靖
国
神
社
境
 
 

内
な
ら
び
に
街
頭
（
月
二
回
）
に
お
け
る
広
報
 
 

活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
が
、
去
る
 
 

八
月
十
五
日
は
、
中
央
参
加
団
体
で
あ
る
全
 
 

国
戦
友
会
連
合
会
 
（
全
長
西
田
将
氏
）
等
の
 
 

八
十
数
名
が
神
社
に
参
集
し
、
通
常
の
マ
イ
 
 

ク
に
よ
る
呼
び
か
け
、
チ
ラ
シ
等
の
配
布
、
 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
運
動
の
ほ
か
、
境
内
（
屋
 
 

外
）
 
で
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
催
し
た
。
 
 
 

広報写真展を熱心に見いる参拝者＝8月15日、靖国神社で  

こ
の
写
真
展
は
、
中
 
 

央
本
部
の
事
業
計
画
の
 
 

一
環
と
し
て
催
し
た
も
 
 

の
で
、
日
常
の
広
報
活
 
 

動
の
ス
ナ
ッ
プ
を
主
体
 
 

に
 
（
A
2
版
、
約
四
十
 
 

菓
）
展
示
し
、
視
覚
に
 
 

よ
る
広
報
を
目
的
と
し
 
 

た
も
の
で
、
予
想
外
の
 
 

好
評
を
博
し
た
。
な
お
 
 

今
後
も
例
大
祭
等
の
折
 
 

り
に
展
示
す
る
こ
と
と
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
地
方
本
部
等
の
 
 

展
示
 
（
屋
内
も
可
）
 
要
 
 

請
に
も
応
え
る
こ
と
と
 
 

し
て
お
り
、
活
用
の
程
 
 

を
期
待
し
て
い
る
。
 
 

皿
遺
骨
収
集
恩
亀
 
 
 

本
会
の
中
央
参
加
団
体
の
う
ち
、
最
も
若
 
 

い
大
学
生
諸
君
で
組
織
し
て
い
る
「
日
本
青
年
 
 

遺
骨
収
集
団
」
は
、
一
昨
年
に
次
い
で
去
る
八
 
 

月
十
四
日
と
十
五
日
の
両
日
、
東
京
・
千
鳥
 
 

ケ
渕
戦
没
者
墓
苑
で
、
遺
骨
収
集
写
真
展
と
 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
催
し
、
参
詣
者
の
高
い
 
 

関
心
を
あ
つ
め
た
。
 
 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
約
三
百
人
が
応
じ
、
そ
 
 

の
結
果
「
催
し
を
評
価
」
二
百
六
十
人
、
「
遺
 
 

骨
収
集
に
関
心
あ
り
」
二
百
七
十
人
、
「
遺
骨
 
 

収
集
に
参
加
す
る
」
百
十
人
を
数
え
た
。
 
 

全
国
で
 
 
 

広
報
活
動
 
 
 

靖
国
神
社
公
式
参
拝
の
継
続
、
定
着
を
は
 
 

か
る
た
め
、
「
英
霊
に
こ
た
え
る
全
」
は
七
月
 
 

か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
全
国
で
統
一
行
動
を
 
 

実
施
し
た
。
 
 
 

各
地
方
本
部
と
も
広
報
宣
伝
車
で
、
道
ゆ
 
 

く
人
に
公
式
参
拝
の
定
着
を
訴
え
る
と
と
も
 
 

に
、
中
央
本
部
で
作
製
し
た
こ
れ
ま
で
の
チ
 
 

ラ
シ
に
加
え
て
、
本
年
度
は
〓
定
期
間
携
帯
 
 

し
広
報
の
目
的
を
促
進
で
き
る
特
に
若
年
層
 
 

向
け
金
・
銀
色
の
本
の
し
お
り
と
、
一
般
者
 
 

向
け
の
紙
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
救
急
絆
創
帝
を
 
 

繁
華
街
等
で
配
布
し
た
。
 
 
 

ま
た
一
部
の
地
方
本
部
に
お
い
て
は
、
広
 
 

報
用
う
ち
わ
を
作
製
配
布
し
た
り
、
ビ
ル
か
 
 

ら
垂
れ
幕
を
下
げ
る
な
ど
、
独
自
に
エ
夫
を
 
 

こ
ら
し
た
方
法
で
実
施
し
た
。
 
 

道行く人々にチラシを配布する山梨県本部  

＝日月10日、甲府駅前で   


